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明
治
大
学
教
養
論
集

若
狭
国
松
尾
寺
の
縁
起
諏
と
絵
画
小
考

ー
彩
色
画
「
西
国
冊
三
所
廿
九
番

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
巡
礼
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ

れ
た
と
覚
し
い
「
寺
門
高
僧
記
』
巻
四
を
播
く
と
、
園
城
寺
三
十
一
世
の
行
尊
が
、
現
行
と
は
異
な
る
長
谷
寺
を
振
り
出
し
に
、
百
二
十

日
後
に
三
十
一
一
一
番
目
の
山
城
国
三
室
戸
山
（
三
室
戸
寺
）
で
結
願
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
存
最
古
の
”
西
国
一
二
十
三
所
観
音
霊
場
“
巡

礼
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
札
所
の
多
く
は
、
天
台
系
寺
院
が
占
め
て
お
り
、
お
そ
ら
く
天
台
・
園
城
寺
系
の
修
業
者
が
か
か
る
西
国
巡

礼
の
成
立
に
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
明
確
な
西
国
巡
礼
の
記
録
と
し
て
は
、
「
寺
門
高
僧
記
』
巻
六
巻
頭
に
行
尊
と
同
じ
園
城
寺
の
三
十
三
世
覚
忠
(
-
―
―
八
ー

七
七
）
が
、
応
保
元
年
(
-
―
六
一
）
正
月
か
ら
七
十
五
日
か
け
て
紀
伊
国
熊
野
の
那
智
山
を
発
し
て
、
西
国
各
地
の
寺
院
を
巡
り
、

通
巻
五
六

0
号
（
二

0
ニ
ー
・
―
二
）
一
六
七
ー
一
八
三
頁

松
尾
寺

林

雅

彦

霊
所
記
」
を
め
ぐ
っ
て
1
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い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
室
戸
山
で
結
願
し
た
と
あ
る
。

現
行
の
那
智
山
青
岸
渡
寺
を
第
一
番
札
所
に
、
美
濃
国
谷
汲
山
華
厳
寺
を
結
願
寺
と
す
る
の
が
、
い
っ
た
い
何
時
か
ら
定
着
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
室
町
時
代
の
辞
書
『
撮
壌
集
」
（
享
徳
三
年
〈
一
四
五
四
〉
成
立
）
に
「
三
十
三
所
巡
礼
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
関
東
か
ら
の
巡
礼
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
彼
ら
の
帰
り
を
考
慮
し
て
谷
汲
山
を
結
願
寺
と
す
る
現
行
の
如

き
配
列
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
穏
当
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
室
町
時
代
に
至
る
と
、
坂
東
三
十
三
所
や
秩
父
三
十
三
所
な
ど
、
各
地

で
巡
礼
が
隆
盛
化
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ

っ

し

え

ほ

う

ち

つ

き

よ

せ

い

じ

五
山
僧
・
開
之
慧
鳳
(
-
四
一
四

i
?）
の
漢
詩
文
集
「
竹
居
清
事
」
に
よ
れ
ば
、
巡
礼
の
人
々
が
道
に
溢
れ
、
「
某
士
某
人
三
十
―
―
―

所
巡
礼
之
字
」
と
書
か
れ
た
小
札
を
「
仏
宇
（
寺
院
）
」
に
貼
っ
て
い
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
隠
龍
沢

（
一
四
ニ
ニ

i
一
五

0
0
)
の
法
語
集
「
天
隠
語
録
j

中
に
も
「
巡
礼
之
人
」
が
村
々
に
溢
れ
、
そ
の
人
々
の
背
の
布
に
「
三
十
三
所
巡

礼
某
国
某
里
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
様
々
な
費
用
が
免
じ
ら
れ
た
り
、
衣
食
類
の
施
し
が
あ
っ
た
旨
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な

る
と
、
幾
つ
か
の
書
物
に
巡
礼
の
人
々
の
様
子
が
書
か
れ
、
当
時
の
巡
礼
納
札
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
西
国
巡
礼
が
盛
行
し
て

さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
御
詠
歌
や
略
縁
起
類
が
数
多
く
登
場
し
て
く
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
、
道
中
案
内
図
や
案
内
書
も
大
い

に
作
成
さ
れ
、
各
札
所
側
で
も
土
産
物
と
し
て
各
種
の
木
板
刷
が
作
ら
れ
、
巡
礼
に
頒
布
さ
れ
た
こ
と
が
、
多
く
の
現
存
資
料
か
ら
窺
わ

せ
い
よ
う
さ
ん
ま
つ
の
お
で
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
若
狭
国
青
葉
山
松
尾
寺
の
縁
起
諏
も
、
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
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心
と
称
し
、
海
上
で
霊
木
を
入
手
、
馬
頭
観
音
像
を
刻

（
九
九
〇
＼
九
五
）
に
漁
師
の
春
日
為
光
が
出
家
、
光

若狭国松尾寺の縁起諏と絵画小考

一彩色画 「西国甘三所廿九番松尾寺

ま
り
だ
と
い
う

（
図

l
)。
そ
の
後
、
正
暦
年
間

を
感
得
し
、
こ
こ
に
庵
を
結
ん
だ
の
が
、
松
尾
寺
の
始

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
登
山
、
松
の
大
樹
に
馬
頭
観
音
像

（七

0
四
）
、
こ
の
山
を
見
た
時
、
中
国
の
馬
耳
山
に
似

寺
伝
に
よ
れ
ば
、

唐
の
僧
威
光
が
慶
雲
年
間

る
妙
理
大
権
現
も
あ
る
。

山
上
に
は
白
山
信
仰
で
著
名
な
泰
澄
が
祀
っ
た
と
さ
れ

霊所記」 をめぐって一

称
を
持
ち
、
古
く
か
ら
修
験
道
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。

醐
派
）
は
存
在
す
る
。
青
葉
山
は
”
若
狭
富
士
“

の
別

高
六
九
九
メ
ー
ト
ル
）
の
中
腹
に
松
尾
寺
（
真
言
宗
醍

京
都
と
福
井
と
の
府
県
境
に
位
置
す
る
青
葉
山
（
標

以
下
、
本
稿
で
は
、
平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
五
月
に
京
都
市
の
古
書
陣
で
求
め
た

一
葉
の
”
絵
馬
“

霊
所
記
」
を
翻
刻
紹
介
す
る
と
共
に
、
幾
つ
か
の
明
治
に
刊
行
さ
れ
た
西
国
三
十
三
所
霊
場
記
図
会
（
い
ず
れ
も
架
蔵
）

該
部
分
を
も
翻
刻
、
青
葉
山
松
尾
寺
（
京
都
府
舞
鶴
市
松
尾
）

の
松
尾
寺
の
当

の
近
代
に
お
け
る
縁
起
諏
伝
承
の

一
端
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

図 1 松尾寺山門

に
摸
し
た
彩
色
画
「
閥
闘
茫
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図2

達
に
、
摂
津
国
中
山
寺
の
僧
三
人
と
那
智
を

前立本尊（馬頭観音座像）松尾寺蔵

る
と
聞
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
う
の
で

ぷ
つ

If
人

あ
る
。
後
に
花
山
法
皇
は
、
仏
眼
上
人
を
先

や
現
世
安
穏
の
御
利
益
を
得
る
こ
と
が
出
来

二
十
三
霊
場
を

一
度
お
詣
り
す
れ
ば
、
滅
罪

れ
た
時
、
閻
魔
大
王
か
ら
日
本
国
内
の
観
音

松
尾
寺
開
創
の
威
光
上
人
が
閻
廃
王
宮
を
訪

起
源
と
そ
の
経
緯
を
記
述
す
る
。
起
源
は

漢
字
仮
名
交
り
の
巻
子
本
で
、
西
国
巡
礼
の

右
記
「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
縁
起
」

は
ヽ

の
寺
宝
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

の
「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
縁
起
」

一
巻
な
ど

詣
曼
荼
羅
図
」
及
び
天
文
五
年
(
-
五
―
―
一
六
）

松
尾
寺
の
本
尊
馬
頭
観
音
像
（
三
面
八
腎
、
念
怒
の
座
像
）

は
秘
仏
で
あ
る
が
、
前
立
本
尊
像

（囮
2
)
も
座
像
で
あ
る
。
西
国

三
十
三
観
音
霊
場
の
本
尊
と
し
て
は
、
唯

一
の
馬
頭
観
音
像
で
あ
る
。
長
ら
く
漁
業
及
び
農
業
に
携
わ
る
者
た
ち
ゃ
、
中
世
以
降
山
岳
信

仰
の
行
者
た
ち
の
守
護
仏
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
今
日
で
は
競
馬
愛
好
家
の
信
仰
も
篤
い
。

他
に
普
験
延
命
菩
薩
画
像
（
国
宝
、
十
二
世
紀
）

ん
で
祀
っ
た
と
も
い
う
。

や、

孔
雀
明
王
画
像
（
十
四
世
紀
）

・
如
意
輪
観
音
画
像
（
共
に
重
文
）
、
「
松
尾
寺
参
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が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
い
て
も
重
要
な
修
行
の
場
で
あ
っ
た
こ
と

若狭国松尾寺の縁起廊と絵画小考

一彩色画 「西国柑三所廿九番松尾寺

く
の
山
岳
修
行
者
の
姿
が
見
ら
れ
、
当
時
に

（
図
の
上
部
）

に
は
、
青
葉
山
が
岱
え
、
多

は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
堂
の
背
後

そ
れ
と
一
致
し
て
お
り
、
想
像
に
よ
る
図
で

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
伽
監
配
置
は
現
在
の

る
曲
芸
や
猿
回
し
な
ど
の
芸
能
者
が
描
か
れ

に
は
江
戸
時
代
の
参
詣
曼
荼
羅
に
隈
登
場
す

霊所記」をめぐって 一

の
仏
事
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、

本
堂
前

え
ら
れ
て
い
る

一
葉
で
あ
る
。
そ
の
落
慶
式

を
再
興
し
た
折
の
伽
藍
落
慶
式
の
古
図
と
伝

荼
羅
図
」
（
図

3
)
は
、
烏
羽
天
皇
が
本
寺

室
町
時
代
の
作
で
あ
る
「
松
尾
寺
参
詣
曼

※ 

出
発
、
谷
汲
山
ま
で
巡
礼
し
た
と
伝
え
る
。
ま
た
、
仏
眼
上
人
が
熊
野
権
現
の
化
身
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
法
皇
は
熊
野
を
再
訪
し
、
証

誠
殿
に
お
籠
り
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
霊
場
の
功
徳
を
説
い
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、
本
書
は
戦
国
時
代
の
巡
礼
信
仰
の
姿

を
伝
え
る
一
書
で
あ
り
、
西
国
巡
礼
の
縁
起
靡
の
成
立
及
び
流
布
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
極
め
て
貴
重
な
作
例
だ
と
言
え
よ
う
。

図3 「松尾寺参詣曼荼羅図」（松尾寺蔵）
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※ 

翻
刻
紹
介
し
つ
つ
、
件
の
縁
起
諏
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

江
戸
時
代
以
降
の
西
国
三
十
三
所
観
立
霊
場
記
あ
る
い
は
縁
起
讀
と
称
す
る
刊
行
物
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
清
水
谷
孝
尚

師
「
札
所
案
内
記
の
出
版
に
つ
い
て
」
（
真
野
俊
和
編
「
講
座
日
本
の
巡
礼

―
―
-
+
-
＝
所
巡
礼
に
関
す
る
目
録
』
「
国
書
総
目
録
」
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
目
録
』
「
享
保
以
後
大
坂
出
版
書
籍
目
録
」
を
用
い
て
、
書

名
・
刊
行
所
・
刊
行
年
等
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
明
治
時
代
の
架
蔵
本
の
一
部
か
ら
松
尾
寺
記
載
箇
所
を
、
刊
行
順
に

先
ず
明
治
十
三
年
(
-
八
八

0
)
七
月
刊
の
橋
本
澄
月
編
『
情
琴
訊
音
順
拝
道
中
図
会
」
（
京
都
・
風
月
堂
蔵
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。
法
寸
は
縦
十
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
横
型
・
和
綴
じ
袖
珍
本
、
全
二
十
九
丁
か
ら
成
る
。

十
六
丁
オ
モ
テ
を
開
く
と
、
「
廿
九
番
松
尾
寺
記
界
鴻
浦
」
の
見
出
し
に
続
い
て
、
上
段
に
馬
頭
観
音
を
図
示
し
、
そ
の
下
に

「
本
堂
南
向
／
五
間
四
方
／
寛
和
二
年
合
／
明
治
十
三
年
迄
／
九
百
年
」
と
、
開
山
よ
り
九
百
年
間
続
く
寺
院
で
あ
る
旨
記
述
す
る
。
さ

ら
に
そ
の
左
に
「
そ
の
か
み
ハ
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
た
よ
り
を
ハ
ち
と
せ
を
こ
A

に
ま
つ
の
を
の
て
ら
」
と
御
詠
歌
を
記
し
、
さ
ら
に
上
下

二
段
で
、

ほ

ん

ぞ

ん

ば

と

う

く

わ

ん

に

ん

わ

う

い

ち

し

や

う

い

ん

と

ば

い

ん

お

ん

り

や

う

て

い

お

ん

こ

ん

り

う

む

か

し

た

ん

「

）

わ

か

さ

く

に

さ

か

い

か

う

う

ら

本
尊
馬
頭
観
世
音
人
／
皇
六
十
五
代
一
條
院
ま
た
鳥
／
羽
の
院
御
両
帝
の
御
建
／
立
な
り
昔
丹
後
若
狭
の
／
国
界
に
鴻
の
浦
と

と

こ

ろ

い

ま

こ

の

ち

と

も

か

ら

ハ

ミ

ナ

つ

ね

わ

ざ

し

か

へ

い

あ

ん

み

か

ど

そ

の

う

ら

ぎ

よ

に

ん

ふ

ね

い
ふ
／
処
今
に
あ
り
此
地
の
輩
／
わ
み
な
／
＼
す
な
ど
り
を
／
常
の
業
と
す
然
る
に
／
平
安
の
帝
の
御
宇
に
や
／
其
浦
の
漁
人
舟

そ

う

だ

ゆ

う

の

ゆ

ら

い

お

う

な

人

ふ

う

き

よ

じ

ん

こ

と

／

如

配

さ

れ

し

に

如

十
七
そ
／
う
に
て
夜
海
上
出
て
な
／
ん
せ
ん
す
る
事
な
り
」
（
上
）
宗
太
夫
由
来
／
大
難
風
に
て
漁
人
委
／
＼

第
一
巻
本
尊
巡
礼
』
、
雄
山
閣
、
平
成
8
.
5
)
は
、
「
西
国
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て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
。

若狭匡l松尾寺の縁起諌と絵画小考

一彩色画「西国柑三所廿九番 松尾寺

と
、
前
記
の

「
目
録
」
に
あ
る
が
、
見

で
、
後
藤
七
郎
右
衛
門
の
編
集
で
あ
る

十
八
年
の
も
の
。
京
都
風
祥
堂
扱
い

J

れ
も
銅
刻
の
小
型
本
で
あ
り
、
明
治

音
霊
場
記
固
会
」
の
記
述
部
分
に
お
い
て
、

札
所
関
係
書
目
」
「
リ

西
国
秩
父
坂
東
観

霊所記」をめぐって一

内
記
の
出
版
に
つ
い
て
」
中
の

「

坂
東

さ
て
、
前
述
の
清
水
谷
孝
尚
師

「札
所
案

※
 

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
明
記
し
て
お
く
）
。

「
順
拝
道
中
図
会
」
の
名
称
に
適
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
因
み
に
、
各
霊
場
の
記
述
方
法
も
、

（下）

図4 鬼女に追われる宗太夫

国
一／
□
た
る
叫
す
で
に

い

一 ち

{
mをう
／
し
な
ふ
知
印
島
胴
虹
り

／
m
mに
尉
と
町
〗
ふ
と
か

i／
叩
を
胴
厨
甜
氏
の
叩
に

／
m
□
た
り
叩

む

ま

を

つ

き

た

す

か

お

、

そ

う

だ

い

ふ

つ

ね

ば

と

う

く

わ

ん

お

ん

と

く

（

注

l
)

馬
の
尾
に
付
／
て
助
る
人
多
し
宗
太
夫
常
二

／
馬
頭
観
音
を
し
ん
じ
ん
す
／
る
徳
に
合
助
り
た
り
」

と
記
述
、
そ
の
末
尾
に
次
の
如
き
一
図
（
図

4
)
を
掲
げ
る
。
全
体
の
下
段
に
は
、
付
近
の
里
程
と
目
標
物
が
書
か
れ
て
、
ま
さ
し
く

一
貫
し
て
松
尾
寺
と
同
様
の
形
態
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図5 （内題）

る
。
本
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
一
書
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
即
ち
、
体
裁
、
版
元
、
編
者
及
び
内
題
か
ら
見
て

箪
者
が
蔵
す
る
左
記
の
板
本
が
当
該
の
書
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

西
国

表
紙
の
題
箋
は

『暉
観
音
霊
場
記
図
会
』
と
あ
り
、
内
題
に
は

『
g
観
音
霊
場
記
図
会
j

と
見
え
、
そ
の
右
脇
に
「
後
藤
七
郎
右
衛
門

阪
東（図

5
)
。

「
自
序
」
に
も
百
観
音
に
言
及
、
「
日
本
百
観
音
暑
縁
記
」
な
る
一
文
を
掲
載
す
る
が
、
本
文
は
全
十
七
丁
で
、
法
寸
は
縦
十
二
•
四
セ

ン
チ
メ

ー

ト
ル
、
横
八
•
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
和
綴
じ
・
超
小
型
袖
珍
本
で
あ
る

。

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
み
を
詳
述
、
残
念
な

編
輯
、
左
脇
に
「
京
都
書
陣

風
詳
堂
蔵
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

174 

の
御
詠
歌
を
大
き
く
記
し
、
挿
医
に
松
尾
寺
・

ち
り
ば

破
船

・
白
馬
に
跨
が
る
宗
太
夫
の
三
図
を
鍍
め

ゅ

う

き

そ

う

だ

い

ふ

こ

う

う

ら

り

や

う

し

そ

う

だ

い

ふ

結
城
宗
太
夫
／
鴻
の
浦
／
の
漁
師
宗
太
夫

お

ん

し

ん

こ

と

じ

ひ

ハ
つ
ね
に
く
わ
ん
音
を
信
じ
て
殊
に
慈
悲

／
ふ
か
く
村
民
を
め
く
み
し
に
或
時
十
七

該
本
文
に
は
、
「
図

6
」
の
よ
う
に
右
端
に
例

番
若
狭
国
松
尾
寺
」
と
横
書
さ
れ
て
い
る
。
当

（図
6
)
、
罫
線
上
部
に
右
か
ら

「
同
第
廿
九

松
尾
寺
の
記
述
は
、

十
五
丁
表
に
あ
り

が
ら
刊
記
は
見
当
た
ら
な
い
。

（奥
付
こ
そ
な
い
が
）
、
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一彩色画 「西国世三所廿九番松尾寺 霊所記」 をめぐって 一

羨
翌
り
？

rt1賢
を
寺

同

s

州
型
，
が
図

t
i
ゃ？

す

;

し
閉
t
め
し
？
）
も
ぎ
＇
七
船
が

3

匹ふ
N
)t
り（
累

ふ

炉

）

ふ

？

.Ju

m
隠
か
一恥桑
，如
？
名
I
硲

ャ

t

と
て
ヌ
な

が
ら
へ

硲
~
も
卜
ね

溢

＞そ，
9

．と

し，

）
ぷ

バ
夢
中
6
如
L
ユ

白

ヽ

）
つ
ふ
尉
ふ
贔

．

1

ーが
十
＼
竺
る
ふ
ゃ
A
喜
t

)忠あと
？
ふ

謡

一
ゥ
撃
和
ぢ
＾
モ
を
J

之
成
馬
釦

f

べ
ふi
 

て

i

位
り
へ
中
m

i
i
:
yヽ
り

今
ぃ

言
5
,

汀`

寺

式

和
姦
函
て
ら
い
百
ヶ

吐

さ

う

ふ

ね

よ

に

わ

か

た

い

ふ

う

艘
の
舷
夜
俄
の
大
／
風
に
破
そ
ん
し
て

ミ
な
／
＼
行
方
を
失
ひ
し
に
宗
太
夫
の

ら

せ

つ

こ

く

ふ

き

な

が

た

ん

い

の

ち

ミ
羅
／
刹
国
へ
吹
流
さ
れ
て

一
旦
の
命

た

す

き

ぢ

よ

ハ
助
か
り
け
れ
ど
も
鬼
女
に
捕
／
わ
れ

ま

た

い

つ

し

ん

て
又
な
が
ら
へ
べ
く
も
あ
ら
ね
バ

一
信

く

わ

ん

お

ん

き

ね

ん

じ

ち

う

f

ーと

／
に
観
音
を
祈
念
し
け
れ
ば
夢
中
の
如

は

く

ば

あ

ら

ハ

れ

そ

う

だ

い

ふ

こ

く
に
白
馬
顕
て
宗
太
夫
を
の
せ
て
／
虚

く
う

た

う

し

よ

き

た

は

し

め

ゆ

め

さ

め

た

空
を
は
し
つ
て
当
所
に
来
り
始
て
夢

覚

こ

｀

ち

は

く

ば

ゆ

く

た

づ

る
心
地
し

て
白
馬
／
の
行
へ
を
尋
ね
け

れ
バ
当
山
に
の
ぼ
り
し
足
あ
と
あ
り
さ

だ

い

ひ

じ

よ

め
い

す
な
ハ
ら

て
ハ
大
悲
／
の
助
命
な
る
を
し
つ
て
則

馬
頭
く
わ
ん
音
を
き
さ
み
て
当
山
に
崇

で
う

い

ん

き

こ

め

し

ち

よ

く

／
ま
つ
り
し
を
一
条
院
聞
し
召
て
勅
あ

だ
う
し
や

f
]

こ
ん

り

う

そ

う

お

い

そ

う

だ

い

ふ

し

そ

人

ゑ

い

（

こ

の

だ

う

そ

う

だ

ゆ

う

そ

の

つ

ま

こ

つ
て
堂
舎
を
御
建
立
の
う
へ
宗
／
太
夫
に
賜
ハ
る
こ
、
に
於
て
宗
太
夫
の
子
孫
永
々
此
堂
の
あ
る
じ
た
り
／
宗
太
夫
其
妻
子
ら
が
百

と
U
ら

あ

た

っ

ぷ

い

ゑ

か

へ

れ

い

ケ
日
の
吊
ひ
に
当
て
無
じ
に
家
に
帰
る
こ
と
ふ
し
ぎ
の
霊
げ
ん
な
り

~
i
,
~

，

1

・

こ
の
よ
う
に
、
後
藤
七
郎
右
衛
門
編
の
一
書
で
も
、
松
尾
寺
の
本
藤
馬
頭
観
音
に
纏
わ
る
霊
験
證
・
縁
起
謂
と
し
て
宗
太
夫
の
話
が
語

ら
れ
る
。
地
元
鴻
の
浦
の
人
々
は
古
く
か
ら
漁
業
で
身
を
立
て
て
き
た
。
そ
こ
に
伝
承
さ
れ
る
話
で
、
あ
る
夜
十
七
艘
の
魚
船
が
海
上
で

図 6 (15丁オモテ）
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す
る
。

添
え
た
形
で
縁
起
諏
を
掲
げ
て
い
る
（
清
水
谷
師
前
掲
論
文
所
収
「

西
国
札
所
関
係
書
目
」
に
引
く
明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）
刊

撰
次

四

と
い
う
の
で
あ
る
。

強
風
に
遭
い
難
破
し
た
時
、
結
城
宗
太
夫
だ
け
は
羅
刹
国
に
流
さ
れ
、

一
心
不
乱
に
観
音
を
祈
念
す
る
と
、
白
馬
（
実
は
馬
頭
観
音
の
化
身
）
が
現
れ
、
宗
太
夫
を
背
に
乗
せ
て
鴻
の
浦
に
無
事
戻
る
こ
と
が
出

来
た
。
夢
の
よ
う
な
話
だ
が
、
白
馬
の
足
跡
が
当
山
に
確
か
に
あ
っ
た
の
で
、
宗
太
夫
は
馬
頭
観
音
を
刻
ん
で
当
山
に
祀
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
話
を
耳
に
し
た
一
條
院
が
こ
の
地
に
堂
舎
を
建
立
、
宗
太
夫
に
与
え
た
。
以
後
宗
太
夫
の
子
孫
が
代
々
こ
の
堂
舎
を
守
っ
て
き
た
、

前
掲
橋
本
澄
月
編
「
E
醒
観
音
順
拝
道
中
図
会
j

と
基
本
的
な
話
柄
は
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
後
藤
七
郎
右
衛
門
編
「
暉
観
音
霊
場
記
図

会
」
は
、
後
日
談
を
書
き
加
え
て
い
る
。
各
編
者
の
編
集
意
図
が
窺
わ
れ
る
点
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。

も
う
一
冊
、
前
掲
清
水
谷
孝
尚
師
論
文
と
少
し
く
関
係
あ
る
や
と
覚
し
き
も
の
に
、
表
紙
題
箋
に
「

m観
音
霊
場
記
図
会
」
と
あ
る
活

版
印
刷
の
架
蔵
本
（
明
治
一
＿
一
十
四
年
〈
一
九

0
1
〉
十
月
刊
）
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
ペ
ー
ジ
目
の
「
西
国
峠
観
音
霊
場
記
図
会
序
」
末
尾
に
「
厚
餐
春
鶯
欽
識
／
源
基
定
図
会
撰
次
」
と
記
し
、
そ
の
末
尾
で
も
「
図
会

辻
本
源
基
定
」
と
述
べ
、
そ
れ
以
降
に
「
盆
観
音
霊
場
記
」
「
紐
観
音
霊
場
記
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
各
霊
場
の
本
尊
図
像
・
御
詠
歌
を

「
西
国
三
十
三
所
霊
場
記
図
会
』
〈
辻
本
基
定
撰
図
〉
と
も
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
詳
細
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
す
る
）
。

以
下
、
長
文
で
は
あ
る
が
、
例
の
松
尾
寺
の
当
該
部
分
を
引
い
た
著
述
の
有
無
が
不
明
な
の
で
、
あ
ら
た
め
て
左
に
翻
刻
す
る
こ
と
と

一
命
を
取
り
止
め
た
が
、
鬼
女
に
捕
わ
れ
の
身
と
な
る
。
そ
の
時
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一彩色画「西国冊三所廿九番松尾寺 霊所記」をめぐって一

ば
ん
わ
か
さ
の
く
に
こ
う
の
う
ら
ま
つ
の
お
で
ら

0
二
十
九
番
若
狭
国
鴻
浦
松
尾
寺

に

ん

わ

う

だ

い

で

う

ゐ

ん

f
)

と
ば
の
ゐ
ん
り
や
う
て
い

n
こ

ん

り

う

む

か

し

た

ん

/

J

わ

か

さ

さ

か

ひ

こ

う

う

ら

と

こ

ろ

い

ま

こ

の

ち

と

も

が

ら

人
皇
六
十
六
代
一
條
院
ま
た
後
鳥
羽
院
両
帝
の
御
建
立
な
り
昔
丹
後
若
狭
の
堺
に
鴻
の
浦
と
い
ふ
処
今
に
あ
／
り
此
地
の
輩
は
み

つ

ね

わ

ざ

し

か

へ

い

あ

ん

て

い

ぎ

よ

う

そ

の

う

ら

ぎ

よ

に

ん

ふ

ね

さ

う

よ

か

い

じ

ゃ

う

い

で

ぎ

よ

れ

う

に

は

か

な
こ
と

K
＼
く
す
な
ど
り
を
常
の
業
と
す
然
る
に
平
安
帝
の
御
宇
に
や
其
浦
の
漁
人
舟
」
十
七
艘
に
て
夜
る
海
上
に
出
て
漁
猟
す
俄

に
大
風
吹
き
た
り
て
か
の
十
七
艘
の
ふ
ね
を
四
方
八
方
へ
吹
放
／
し
た
り
あ
る
ひ
は
破
損
し
み
な
／
＼
其
行
末
を
し
ら
ず
其
中
に
結

き

そ

う

だ

い

ふ

も

の

そ

の

う

ら

を

さ

つ

ね

く

わ

ん

ぜ

お

ん

た

ふ

と

す

ん

ぶ

ば

と

う

く

わ

ん

ぜ

お

ん

お

ん

ざ

う

つ

ね

卜

＼

み

は

な

ね

ん

城
宗
太
夫
と
い
へ
る
者
は
其
浦
の
長
に
／
て
常
に
観
世
音
を
尊
み
一
寸
八
歩
の
馬
頭
観
世
音
の
御
像
を
常
々
身
を
放
さ
ず
念
じ
け

も

っ

と

も

こ

：

ろ

そ

ん

み

ん

じ

ひ

こ

・

ろ

ふ

か

む

ら

し

や

う

く

わ

ん

ひ

と

み

な

る
最
心
ざ
し
や
／
さ
し
く
村
民
を
あ
は
れ
み
慈
悲
の
心
深
か
り
け
る
ゆ
ゑ
に
村
の
庄
官
と
し
て
人
皆
う
や
ま
ひ
け
る
と
な
り
／
斯

の
ご
と
く
陰
徳
の
人
な
り
け
る
が
し
か
る
に
其
と
き
の
猟
船
こ
と
卜
＼
｀
く
行
衛
し
れ
ず
漂
流
し
て
あ
る
／
ひ
は
打
く
だ
か
れ
海
底
の

か

の

そ

う

だ

い

ふ

の

り

ふ

ね

あ

く

ふ

う

ふ

苔

ら

せ

つ

き

こ

く

ふ

る

さ

と

こ

の

こ

と

ゆ

め

も
く
づ
と
な
る
あ
り
し
が
彼
宗
太
夫
が
乗
た
る
舟
も
悪
風
に
吹
な
が
さ
れ
て
／
羅
刹
鬼
国
に
い
た
る
故
郷
に
は
此
事
を
夢
に
も
し
ら

さ

だ

め

か

い

て

い

あ

く

ぎ

よ

の

こ

さ

い

し

お

ほ

か

た

し

ん

る

い

な

み

だ

ず
し
て
定
て
海
底
の
も
く
づ
と
な
り
し
が
悪
魚
の
ゑ
／
じ
き
と
な
り
ぬ
べ
し
と
残
る
妻
子
大
方
な
ら
ず
親
類
あ
つ
ま
り
涙
を
な
が
し

に

ち

そ

う

し

や

う

と

む

ら

ひ

と

こ

ろ

そ

う

だ

い

ふ

ひ

と

り

か

へ

な

げ

き

か

な

こ

と

か

ぎ

り

ひ

歎
悲
し
む
事
限
な
し
日
か
ず
／
を
か
ぞ
へ
ぬ
れ
ば
今
日
は
百
ケ
日
な
り
と
て
僧
を
請
じ
て
吊
け
る
処
へ
宗
太
夫
の
み
一
人
帰
り
け

わ

れ

／

＼

を

つ

と

た

れ

こ

そ

う

だ

い

ふ

と

り

つ

き

あ

ま

た

う

ら

び

と

あ

つ

ま

れ
ば
／
数
多
の
浦
人
ど
も
よ
り
集
り
よ
ろ
こ
ぶ
事
か
ぎ
り
な
し
我
々
が
夫
誰
が
子
は
い
か
ゞ
な
り
や
と
宗
太
夫
に
／
取
付
な
げ
き
か

こ

と

ひ

と

あ

ぴ

だ

い

じ

ゃ

う

ざ

い

に

ん

ぢ

ざ

う

あ

い

お

も

そ

う

だ

い

ふ

わ

れ

あ

く

ふ

う

な
し
む
事
こ
れ
偏
へ
に
阿
鼻
大
城
の
罪
人
ど
も
が
地
蔵
ぼ
さ
つ
に
逢
し
も
か
く
や
と
思
は
／
れ
け
る
宗
太
夫
の
い
は
く
我
も
悪
風
に

あ

ひ

ふ

ね

ら

せ

つ

き

こ

く

ふ

き

わ

れ

き

ぢ

よ

と

ら

き

ま

り

く

わ

ん

ぜ

お

ん

あ

ら

い

で

た

ま

わ

れ

逢
て
船
は
羅
刹
鬼
国
に
吹
つ
け
ら
れ
す
で
に
我
も
鬼
女
の
た
め
に
／
捕
は
る
べ
き
に
極
ぬ
る
が
観
世
音
顕
は
れ
出
さ
せ
給
ひ
我
は
う

つ
、
の
如
く
な
り
居
し
所
に
告
て
の
た
ま
／
ふ
や
う
は
此
処
鬼
国
と
て
恐
し
き
処
な
れ
ば
急
ま
ぬ
が
れ
出
よ
と
告
玉
ふ
と
い
へ
ど

し

の

ぴ

い

づ

か

た

と

は

う

を

り

し

ろ

き

う

ま

み

そ

の

う

ま

の

れ

く

う

ち

う

も
忍
出
べ
き
方
を
し
」
（
図
7
)
」
ら
ず
途
方
に
く
れ
し
折
か
ら
白
馬
き
た
り
い
な
、
き
け
る
を
見
れ
ば
其
馬
に
乗
よ
と
空
中
に
よ
ぶ

声
を
き
／
ヽ
其
馬
に
乗
に
は
る
か
に
雲
を
凌
ぎ
登
る
と
思
へ
ば
馬
は
い
づ
ち
と
も
な
く
我
を
乗
て
飛
行
こ
と
夢
と
も
／
う
つ
：
と
も

お

ぽ

わ

か

さ

う

ら

お

ち

そ

の

う

ま

を

た

す

か

ひ

と

お

ほ

か

た

り

う

ま

た

ち

ま

う

き

覚
え
ず
し
て
若
狭
の
浦
に
落
つ
き
ぬ
る
に
其
馬
の
尾
に
つ
き
わ
れ
も
（
と
助
る
人
も
多
か
／
り
し
と
語
け
る
馬
は
忽
ち
―
つ
の
浮
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へ

ん

い

そ

ぎ

は

ゐ

ま

た

は

く

ば

や

ま

は

う

い

り

木
と
変
じ
て
磯
際
に
居
け
る
又
白
馬
は
山
の
方
へ
入

お

ぼ

か

た

さ

と

ぴ

と

そ

れ

ば

と

う

く

わ

ん

し
と
も
覚
ゆ
と
／
語
る
に
里
人
ど
も
夫
は
馬
頭
観

や

ま

ゆ

き

お

ん

音
な
る
べ
し
登
り
給
ふ
山
に
行
御
あ
と
な
り
と
も
お

う

ら

び

と

す

に

ん

そ

う

だ

い

ふ

さ

き

や

ま

が
ま
ん
と
浦
人
数
百
／
人
宗
太
夫
を
先
と
し
て
山
に

あ

と

あ

り

う

ま

み

い
た
り
見
れ
ば
馬
の
あ
し
跡
の
み
有
て
馬
は
見
え
ず

く

う

ち

う

う

ま

こ

ゑ

き

こ

た

づ

空
中
に
馬
の
い
な
：
＜
／
声
の
聞
え
け
れ
ば
尋
ね
もお

ん

と
め
て
見
れ
ば
／
か
の
浮
木
な
り
其
木
を
も
つ
て
御

ば
と
う
く
わ
ん
お
ん

f
)

そ

ん

ぞ

う

そ

の

礼
の
た
め
に
馬
頭
観
音
／
の
御
尊
像
を
き
ざ
み
其

叩
品
如
町
し
て
即
ば
叡
即
じ
け
れ
ば
距
胆
船
に
即
へ

だ

い

み

か

ど

で

う

ゐ

ん

ち

よ

く

め

い

お

だ

う

こ

ん

り

う

六
十
六
代
の
帝
一
條
院
の
勅
／
命
に
て
御
堂
建
立
あ

い

ま

か

の

そ

う

だ

い

ふ

そ

う

だ

い

ふ

た

ま

り
宗
太
夫
に
給
は
る
こ
れ
に
由
て
今
に
彼
宗
太
夫
が

し
そ
ん
こ
の
だ
う
あ
る
じ

子
孫
此
堂
の
主
と
な
り
て
諸
事
／
を
司
と
い
へ
り

そ

う

だ

い

ふ

ざ

う

ほ

ん

だ

う

う

ち

そ

う

だ

い

ふ

か

た

め

あ

り

し

そ

ん

ひ

と

り

宗
太
夫
の
像
も
本
堂
の
内
に
あ
り
宗
太
夫
は
片
目
す
が
め
に
て
有
と
か
や
よ
っ
て
子
孫
／
の
う
ち
一
人
は
か
な
ら
ず
す
が
め
の
も
の

い

で

き

た

す

な

は

ち

も

の

だ

う

す

こ

れ

そ

う

だ

い

ふ

く

わ

ん

ぜ

お

ん

ね

ん

と

く

そ

の

と

き

な

ん

ぷ

う

さ

と

も

の

あ

ま

た

出
来
る
則
そ
の
者
を
堂
司
に
な
す
と
い
へ
り
是
宗
太
夫
が
観
世
／
音
を
念
じ
た
る
徳
に
よ
っ
て
其
時
難
風
を
し
の
ぎ
一
里
の
者
数
多

た

す

か

ま

つ

せ

し

ゅ

じ

ゃ

う

く

わ

う

だ

い

こ

り

や

く

助
る
の
み
に
あ
ら
ず
末
世
の
衆
生
広
／
大
の
御
利
益
か
う
ふ
る
こ
と
に
な
り
ぬ
」

御
詠
歌
そ
の
か
み
は
幾
代
へ
ぬ
ら
ん
た
め
し
に
は
／

ち
と
せ
を
こ
こ
に
松
尾
の
て
ら
／
馬
頭
観
世
音
の
霊
験
ふ
し
ぎ
な
る
事
あ
ま
た
有
ど
も
愛
に
略
す
近
頃
し
な
の
、
．

く

に

と

く

ま

ゆ

し

よ

に

ん

に

ふ

と

う

を

ん

せ

ん

い

ま

し

よ

び

や

う

こ

う

の

う

ぐ

ん

ら

い

ゆ

も

と

ゆ

め

み

国
都
熊
の
湯
と
て
諸
人
入
／
湯
す
る
温
泉
今
に
あ
り
諸
病
に
効
能
あ
り
て
群
来
す
し
か
る
に
あ
る
と
き
湯
元
の
も
の
ど
も
夢
に
見
け

^ 9 .  I 

I IIン／，
/T；悶

得fi》

-----を！ーザ

9 :  匁勺` 戸二〉` I声三二疇鯛

二謬言
．ヽ•

図7 「漁人宗太夫漂流せし…」図
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若狭国松尾寺の縁起諏と絵画小考

一彩色画「西国世三所廿九番松尾寺 霊所記」をめぐって一

あ

し

た

ひ

る

と

し

さ

い

か

み

く

ろ

を

と

こ

か

は

ま

き

ゆ

み

こ

ん

い

ろ

き

も

の

あ

し

げ

し

ろ

う

ま

の

に

ふ

と

う

る
／
は
明
日
午
ど
き
年
ご
ろ
三
十
歳
ば
か
り
の
髪
黒
き
男
皮
巻
の
弓
を
も
ち
紺
色
の
着
物
を
き
て
足
毛
の
白
き
／
馬
に
乗
り
入
湯
に

み
な
ひ
と

も

の

く

わ

ん

ぜ

お

ん

ゆ

め

み

き
た
る
者
あ
る
べ
し
こ
れ
観
世
音
ぽ
さ
つ
な
り
な
ん
ぢ
ら
を
が
み
て
結
縁
す
べ
し
と
夢
見
た
／
り
と
人
ご
と
に
か
た
る
に
皆
人
ふ
し

と

こ

ろ

し

や

う

や

つ

げ

し

や

う

や

と

ほ

ゆ

め

み

ゆ

も

と

き

よ

さ

う

じ

し

め

く

わ

う

け

ぎ
を
な
し
所
の
庄
屋
に
告
け
れ
ば
庄
屋
も
そ
の
通
り
の
夢
見
た
／
り
と
て
に
は
か
に
湯
元
を
清
め
掃
除
し
て
注
連
を
は
り
香
花
を
そ

ぐ

ん

じ

ゅ

ま

つ

り

む

ら

も

の

き

ん

nう

な
へ
村
の
者
ど
も
あ
つ
ま
り
近
郷
三
―
-
／
里
よ
り
も
聞
つ
た
へ
諸
人
お
び
た
ゞ
し
く
群
集
す
る
こ
と
祭
の
ゆ
た
り
を
待
ご
と
く
今
や

l
＼
と
待
居
る
／
所
へ
案
の
ご
と
く
午
刻
に
も
す
ぐ
る
頃
夢
の
告
に
た
が
ふ
事
な
き
男
弓
や
な
ら
ひ
を
持
ち
白
き
芦
毛
の
駒
／
に
乗

あ

ま

た

ひ

と

/

＼

た

ち

ふ

し

こ

の

を

と

こ

お

ど

ろ

な

に

nと

き
た来

る
を
見
る
よ
り
そ
り
や
こ
そ
と
い
ふ
ほ
ど
に
数
多
の
人
々
立
さ
わ
ぎ
あ
ら
有
が
た
や
と
伏
お
が
む
／
に
此
男
驚
き
て
何
事
ぞ
と

こ

た

ふ

た

す

た

ま

ば

い

は

い

人
に
と
へ
ど
答
る
も
の
も
な
く
有
が
た
や
助
け
給
へ
と
三
拝
九
拝
さ
ま
卜
＼
／
な
れ
ば
い
よ
ー
＼
．
ふ
し
ぎ
な
し
か
た
は
ら
の
僧
に
た

ば

い

が

つ

し

や

う

ゆ

め

を

と

こ

お

ほ

い

お

ど

ろ

つ

ね

l
＼
せ
つ
し
や
う

づ
ぬ
る
に
ま
づ
三
拝
し
て
合
掌
し
な
が
ら
っ
：
し
ん
」
で
夢
の
お
も
む
き
を
か
た
る
に
か
の
男
大
に
驚
き
わ
れ
は
常
々
殺
生
を
こ
の

つ

み

ほ

ど

さ

ん

り

ん

い

つ

し

か

さ

る

こ

と

た

ね

ん

い

ま

み

ら

み
山
林
に
入
て
鹿
猿
を
こ
／
ろ
す
事
多
年
な
り
今
お
ん
身
等
に
ふ
し
ぎ
の
告
あ
る
こ
と
を
き
、
て
は
い
よ

l
＼
罪
の
程
お
そ
ろ
し
と

た

ち

ま

ほ

つ

き

し

ゅ

つ

け

み

や

こ

ゑ

い

ざ

ん

nん
が

く

こ

う

あ

つ

ば

れ

あ

じ

や

り

こ

の

ひ

と

し

や

う

こ

く

て
／
忽
ち
発
起
し
出
家
と
な
り
都
の
叡
山
に
の
ぽ
り
勤
学
の
功
つ
も
り
て
天
晴
の
阿
闇
梨
と
な
り
給
ひ
し
と
な
／
り
此
仁
生
国
は

か

う

づ

け

く

に

う

ま

れ

そ

の

ち

、

は

、

ば

と

う

く

わ

ん

お

ん

n

ば

と

う

く

ら

ん

ど

ま

っ

た

く

わ

ん

ぜ

お

ん

だ

い

ひ

し

ぜ

ん

上
野
の
国
の
生
に
て
其
父
母
馬
頭
観
音
に
ま
う
し
子
せ
し
よ
り
馬
頭
蔵
人
と
い
へ
る
も
の
、
よ
し
全
く
観
世
音
の
大
悲
に
て
自
然

ほ

つ

き

た

ま

と

こ

ろ

発
起
な
さ
し
め
給
ふ
処
と
い
へ
り
」

す
こ
ぷ

先
に
翻
刻
紹
介
し
た
二
種
の
松
尾
寺
縁
起
諏
に
較
べ
て
、
本
話
は
頗
る
長
文
で
あ
る
。
加
え
て
、
二
種
の
縁
起
諏
は
冒
頭
に
「
そ
の
か

み
は
…
」
の
御
詠
歌
を
掲
げ
る
の
に
対
し
て
、
右
の
縁
起
諏
で
は
、
話
の
中
に
後
詠
歌
を
配
し
、
馬
頭
観
音
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
証
し
と

し
て
の
利
生
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
、
特
長
で
あ
る
。
御
詠
歌
を
引
い
た
後
の
記
述
に
は
、
信
濃
国
熊
の
湯
が
人
々
の
諸
病
に
効
果
大
で

あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
湯
元
の
庄
屋
を
始
め
と
す
る
諸
人
の
夢
に
出
た
男
が
姿
を
現
す
。
彼
は
夢
の
告
に
驚
き
、
殺
生
を
や
め
て
一
念

発
起
、
出
家
し
て
後
に
比
叡
山
に
登
っ
て
勤
学
、
阿
闇
梨
に
な
っ
た
と
い
う
。
実
は
こ
の
男
（
僧
）
が
馬
頭
観
音
の
申
し
子
だ
っ
た
と
い
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う
、
他
書
に
見
ら
れ
な
い
話
柄
も
記
し
て
い
て
、
興
味
深
い
。
挿
画
（
図
7
)
は
、
白
馬
に
跨
る
結
城
宗
太
夫
を
描
き
、
右
上
部
に

り

や

う

し

ひ

や

う

り

う

「
漁
人
宗
太
夫
漂
流
せ
し
／
と
き
白
馬
に
た
す
け
ら
／
れ
し
図
」
と
、
分
か
ち
書
き
が
見
ら
れ
る
。

以
上
、
明
治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
架
蔵
の
縁
起
讀
か
ら
松
尾
寺
を
特
化
し
て
眺
め
て
き
た
が
、
こ
の
他
に
も
、
中
前
正
志
氏
蔵
明
治

二
十
六
年
(
-
八
九
―
―
-
）
刊
「
講
戸
観
音
霊
場
j

及
び
明
治
二
十
九
年
(
-
八
九
六
）
刊
「
西
国
三
十
三
所
霊
験
画
伝
」
が
全
図
、
大
著

「
寺
院
内
外
伝
承
差
の
原
理
縁
起
通
史
の
試
み
か
ら
」
（
法
蔵
館
、
二

0
ニ
―
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
翻
刻
も
な
さ
れ
て

か
つ
て
京
都
市
の
古
書
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
絵
馬
を
摸
し
た
彩
色
画
「
西
国
琵
5
松
尾
寺
霊
所
記
」

る
。
本
図
（
図
8
)
は
、
現
在
筆
者
蔵
に
帰
し
て
い
る
。
現
装
の
法
寸
は
、
縦
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
四
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
横
長
画
面
の
板
画
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
時
点
で
周
囲
の
余
白
を
可
能
な
限
り
切
り
落
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、
画

面
の
右
上
部
に
赤
地
に
「
西
国
碧
5
松
尾
寺
霊
所
記
」
と
黒
く
印
字
さ
れ
、
ま
た
右
下
部
に
二
行
に
わ
た
っ
て
同
じ
く
赤
地
上
に
黒
く
印
字
さ

れ
て
い
て
、
右
は
「
白
馬
伝
」
と
解
読
出
来
る
が
、
左
は
残
念
な
が
ら
判
読
出
来
な
い
。

五

い
る
。
是
非
御
覧
頂
き
た
い
。

※ 

一
葉
を
取
り
上
げ
て
、
翻
刻
紹
介
す
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若狭国松尾寺の縁起諏と絵画小考

一 彩色画「西国世三所廿九番松尾寺 霊所記」をめぐって 一

図
8

「
国
回
罪
畔
き
塁
聴
浬
閉
」
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ゆ
う
き
そ
う
だ
い
う

結
城
宗
太
夫
／

宗
太
夫
ハ
常
に
大
悲
／
を
信
じ
て
慈
悲
の
／
こ
、
ろ
ふ
か
く
或
夜
／
ミ
な

l
＼
漁
に
出
た
る
が
／
海
上
俄
に
／
大
風
雨
／
お
こ
り
十

ら

せ

つ

こ

く

ふ

き

し
て
行
方
／
を
失
な
ひ
し
に
宗
／
太
夫
の
み
羅
／
刹
国
へ
吹
／
な
が
さ
／
れ
／
て
漸
々
／
嶋
に
上

り

や

う

せ

ん

は

／
七
艘
の
／
漁
船
／
破
／
そ
ん
／

り
し
か
ど
／
鬼
女
に
追
ハ
れ
す
で
／
に
一
命
危
＜
此
時
一
／
信
に
大
悲
を
い
の
り
し
／
バ
ふ
思
議
や
一
疋
の
白
馬
飛
／
（
上
段
）

来
り
し
に
宗
／
太
夫
ハ
此
馬
に
／
飛
乗
た
る
に
馬
ハ
雲
／
中
を
駆
り
当
所
に
／
に
止
る
に
馬
ハ
た
ち
ま
／
ち
見
へ
ず
登
山
の
足
跡
／

距
如
の
／
主
と

こ

れ

ば

と

う

く

わ

ん

ぜ

お

ん

み

か

ど

き

こ

ど

う

し

や

こ

ん

り

う

た

ま

よ

っ

（

マ

マ

）

し

そ

ん

え

い

(

あ
り
是
馬
頭
観
世
音
の
／
霊
影
な
り
／
と
帝
に
聞
へ
堂
舎
建
立
／
あ
り
て
宗
太
夫
に
給
わ
る
依
／
つ
て
子
孫
永
々

か
や
」
（
下
段
）

右
の
絵
馬
様
の
一
図
は
、
紙
質
か
ら
推
測
す
る
に
、
明
治
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
元
来
の
絵
馬
は
江
戸

（
注

2
)

時
代
に
作
ら
れ
、
松
尾
時
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

今
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
松
尾
寺
の
各
種
縁
起
諏
は
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
礼
が
、
江
戸
時
代
の
人
々
、
取
り
分
け
東
国
人
た

ち
の
間
で
隆
盛
化
す
る
中
で
、
代
々
伝
承
化
さ
れ
て
き
た
縁
起
類
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
絵
馬
を
摸
し
た
一
図
も
ま
た
、
松
尾
寺
の

縁
起
を
語
る
資
料
と
し
て
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
も
の
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

通巻560号 (2021・12)

以
下
、
縁
起
諏
の
部
分
を
左
に
翻
刻
紹
介
す
る
。

182 

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
周
辺
に
件
の
縁
起
諏
を
散
ら
し
書
き
し
て
い
る
。

ま
た
が

画
面
中
央
部
に
は
、
波
の
上
を
白
馬
に
跨
り
、
追
い
か
け
て
来
る
鬼
女
を
振
り
払
っ
て
疾
走
す
る
勇
ま
し
い
結
城
宗
太
夫
の
姿
が
描
か
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若狭国松尾寺の縁起諏と絵画小考

一彩色画「西国世三所廿九番松尾寺 霊所記」をめぐって一

2
 

ー
（注）

の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
摸
索
す
る
た
め
の
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

（
は
や
し
・
ま
さ
ひ
こ

以
上
、
本
稿
は
”
明
治
“
と
い
う
近
代
化
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
前
時
代
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
庶
民
信
仰
（
仏
教
信
仰
）
が
、
新
時
代

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
正
字
体
は
全
て
当
用
漢
字
に
直
し
た
。
ま
た
、
改
行
は
／
印
で
、
改
ペ
ー
ジ
は
」
印
で
示
し
た
。
以
下
、
同
様
で
あ
る
。

昨
春
（
二

0
二
0
年
春
）
以
降
、
執
筆
時
の
現
在
に
至
る
ま
で
の
我
が
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
蔓
延
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
直
接
松
尾
寺
に

伺
っ
て
、
絵
馬
の
有
無
を
確
か
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
期
し
た
い
（
二

0
ニ
―
年
八
月
）
。

名
誉
教
授
）


